長崎県一般労働組合ソニー長崎ワールドインテック分会の
勝利和解にあたっての「声明」
株式会社ワールドインテックによる不当解雇の撤回を求めてたたかってきた長崎県一般労働組合ソニー長崎ワールドインテック分会は、本日、会社と解決金により勝利和解したことをご報告いたします。熱いご支援をいただいた皆様に心から御礼申し上げます。

１月２８日、組合加入通知書と団体交渉申し入れ書、要求書を提出して始まった２２人の青年たちのたたかいは、５回の団体交渉を軸に、ソニー門前での宣伝、街頭宣伝、決起集会、ソニーへの団体交渉申し入れ、偽装請負の是正と直接雇用を求める労働局申告などさまざまなとりくみを積み重ね、不当解雇は許さないという世論を高めてきました。県議会では金子知事の「派遣会社に直接、雇用継続を要請する」という答弁を引き出し、実行されました。
また、全国で横行している「派遣・非正規切り」のほとんどが有期契約労働者でしたが、ソニー長崎ワールドインテック分会は常用雇用であったことから、このたたかいは全国からも注目を集めました。

青年たちは、はじめての労働組合運動を精一杯たたかい、そして大きく成長しました。会社と交渉を続ける中で、自分たちを苦しめているおおもとが誰なのか、何なのか、それを解決するにはどうすればいいのか、活動を通じて肌で感じ取ってきました。
ワールドインテック社との交渉を終えるにあたって、組合員は、「勉強になった」「組合に入ってよかった」「普通では経験できないことをやった」「自分たちの行動で国を変えようとしていると実感した」と口々に語り、「若いときに貴重な経験ができてラッキーだった」とも述べています。
彼らは、このたたかいが終わっても、自分たちと同じ人を出さないために社会を変えていこう、それぞれの新しい職場で仲間を増やそうと話し合っています。
ワールドインテック社との交渉は終了しますが、ソニー長崎とのたたかい、大企業の横暴を許さず、労働者の雇用を守るたたかいは続きます。

勝利和解を新たな出発点として、一日も早い再就職をめざしながら、県労連、全労連の一員として若い力を存分に発揮してほしいと願っています。
皆様のこれまでのご支援、ご協力に感謝し、引き続き暖かいご声援、ご指導をお願いいたします。
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